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１ 統計グラフコンクールとこれまでの取組

平成１６年度
• 第３６回宮崎県統計グラフコンクール 学校賞受賞

平成１７年度
以 降

• 統計グラフコンクール 応募

• 算数・数学自由研究「作品コンクール」 応募

平成２８年度

• 第４８回宮崎県統計グラフコンクール

• 第４８回宮崎県統計グラフコンクール

• 第６４回統計グラフ全国コンクール

学校賞受賞
知事賞受賞
総務大臣賞受賞



２ 統計グラフコンクールに参加する意義

（１）統計グラフは人を動かす・社会を変える

（２）統計グラフ作成は、学習した内容と現実社会との懸け橋

（３）統計グラフ作成を通して、主体的な学びを体感できる



３ 第４８回宮崎県統計グラフコンクール指導事例

（１） 数学科の夏季休業中の課題

（２） 第４部に応募（中学校の生徒 対象）

（３） ほぼ全校生徒が作成



３ 第４８回宮崎県統計グラフコンクール指導事例

（４） 作品完成までの流れ
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（５） 事前指導での指導内容
 年  組（          ）

                     について 

①  調べたいこと 

調べようとすることがらと、なぜそれを調べようと思ったきっかけや疑問点、予想などを書く。 

 

 

 

② 資料の収集 実際に調べた内容とその方法を書く。 

 

 

 

③ 資料の整理 実際に調べた内容を表やグラフにする。自分らしく工夫して！！ 

 

 

 

 

 

 

 

④ 調べて分かったこと 

整理した資料を分析してわかったことを書く。その際、傾向を読み取った特徴的な値など、わかったこ

との根拠も明確にする。調べる過程で新たに疑問に思ったことや、さらに調べてみたいことも書く。 

 

 

 

 

 

 

⑤ 参考にした資料 参考にした資料本のタイトル、著者名やホームページのタイトル、アドレスを記入する 

タイトル 

表やグラフなど 表やグラフなど 

統計グラフ下書き（両面）８月１日（月）提出 

① 興味・関心が強いものをテーマに！

② 自分にしか作成できない作品を！

③ インパクトのあるタイトルを！

④ 深めよう！

疑問→調査→新たな疑問→調査・・・

⑤ 物語のような展開を！



第６４回統計グラフ全国コンクール

「総務大臣賞受賞」作品

「ふるさと西米良村を未来へ残そう！」

西米良村立西米良中学校
３年 吉丸日葉

４ 作品紹介



問題の設定

疑問の発生



調査 → 理解



調査 → 理解



調査 → 理解

結果の検討



新たな疑問の発生

結果の検討 調査 → 理解



推測

調査
↓

理解

結果の検討



調査 → 理解自分なりの考察



感想
私が統計グラフをかき始めたのは、１５年間生まれ育ってきた西米良村に

ついて知りたい、そして、たくさんの人にも知ってもらいたいと考えたからで
す。私の住んでいる西米良村には高校がないため、中学校卒業と同時に
村を離れることになります。その前に、村の現状と未来について知っておき
たいと思い、西米良の人口の変化をテーマにしました。予想以上に人口減
少のペースが速く、このままでは、村が亡くなってしまうのではないかと、不
安に思いました。西米良村には良い所がたくさんあります。人は温かく、自
然は美しいところです。統計グラフの作成を通して、自慢のふるさとを残す
ために、自分にできることは何なのか、考えることができました。また、様々
な情報を整理し、活用する力が身についたと思います。これまでお世話に
なった西米良村に、次は恩返しをする番です。村民みんなが幸せな村にす
ること、村外の人にも西米良の良さを発信することで、いつまでも笑顔の絶
えない村にしたいです。最後に、統計グラフコンクール全国大会において、
このような賞をいただき、感謝の気持ちでいっぱいです。



５ 考察

○ なぜ、受賞することができたのか？

○ 特別な指導をしたわけでは・・・

○ 客観的な分析と熱い想い

○ ふるさとへの想いが、人の心に届いたのでは・・・



６ 今後の取組

（１） 統計グラフ作成を通した協同的な取組

（２） ＩＣＴ活用

（３） 「なぜ」で終わらず、思慮深く行動できる生徒の育成



ご清聴ありがとうございました。


